
　

《重点取組項目》

高知若草特別支援学校子鹿園分校

《高知県の
教育の基本
理念》

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく人
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く人
（３）多様な個性や生き方を互いに認め、尊重し、協働し合う人
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〇児童生徒が自己実現を達成できる学校
〇保護者が成長と発達を実感できる教育を行う学校
〇地域になくてはならない存在として愛される学校
〇教職員が仕事に誇りをもち、やりがいを感じる学校

目

指

す

べ

き

姿

の

実

現

に

向

け

た

取

組

の

概

要

（１）学校教育目標,教育課程,日々の授業のつながりを意識したカリキュラムマネジメントサイクルの確立による児童生
徒一人一人の実態に応じた教育課程の編成
（２）卒業後の自立と社会参加を見据えた教育の充実と豊かな心の育成
（３）教員の専門性の向上と指導力の育成
（４）児童生徒の命と人権を守る安心安全な学校づくりの推進
（５）特別支援教育のセンターとしての支援機能や情報発信,保護者,関係機関等との連携による開かれた学校づくりの
推進
（６）学校教育目標の達成をめざし,やりがい,働きがいのある学校組織の運営と働き方改革の促進

《取組の方
向性》

《4つの基本方針》
①「高知家」の全ての子どもたちが、急速に変化する予測困難な今後の社会を生き抜く力を身につ
けるための教育の推進
②「高知家」の子ども誰一人取り残さず、多様な背景・特性・事情等を踏まえた包摂的な教育・支援
の推進
③「高知家」の誰もが、生涯にわたって学ぶことができる環境づくりと活動・取組の推進
④「学校における働き方改革」、「チーム学校の推進・強化」、「教員等の人材確保に向けた取組」
の一体的推進
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子鹿の目指す具体的児童生徒像
【自分から表現する子】　考える子　　表現する子　行動する子

〈知〉自ら学ぶ
〇学ぶ楽しさを感じ,自ら進んで学習する意欲や態度を身につけた児童生徒
〇社会生活に必要な知識や技能,態度を身に着けた児童生徒
〈徳〉意欲,協調,協力
〇人や環境と積極的に関わり,自立（自律）し社会参加しようとする意欲を持った児童生徒
〇お互いを認め合い,思いやりの気持ちで協調,協力しようとする児童生徒
〈体〉健康,体力
〇卒業後も一人一人の持てる力を発揮し,将来にわたって豊かに生きるため,健康や体力,基本的生活習慣を身に着けた児童生徒

（評価　A:目標を十分に達成　　B:ほぼ目標を達成　　C:やや不十分　　D:改善を要する）

項目 取組のねらい　【P】 現状と目標【評価指標】 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】

・教員の授業力の向上を目指
し、授業を見合う取組は継続
する。どの公開授業において
も指導と評価について、重点
的に協議を行うなどして、評価
の在り方を検討できるようにす
る。

・キャリアプランに沿った取組
は継続する。教科横断的に
キャリアプランに沿った指導内
容を工夫する。

年度末評価　【C】 学校関係者評価 見直しのポイント　【A】
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〇教育実践の共有や蓄積に
　 よる系統的な指導のため
　 の年間計画や単元計画を
　 作成し、充実を図る

〇児童生徒の実態に基づく
　 各教科等で育成する資質・
　 能力を踏まえた指導と評
   価の一体化を図る

◇単元・評価計画の検討をしながら用い、系統的な指
導と評価ができつつある。
◇子鹿キャリアプランに沿った指導が総合・特活に限
定されている。
◆各教科等の指導が学びの履歴や年間計画との整合
性が十分でない事例がある。

①学びの履歴と年間指導計画との関連
を明らかにした指導と評価の実践を蓄
積する。【Ⅱ：グループごとに２教科ず
つ蓄積】

②キャリアの視点を明らかにした指導
を特活・総合、各教科で行う【公開授業
単元・評価計画案に記載100％】

①学びの履歴と年間指導計画との関連
を明らかにした指導と評価の実践を蓄
積する。
・単元・評価計画及び公開授業振り返り
シートに年間指導計画や学びの履歴と
の関連を明記して協議する。
・全教員が参観できる公開授業と研究協
議の実施。

②キャリアの視点を明らかにした指導を
特活・総合、各教科で行う。
・これまで作成したツールとの関連を明ら
かにした公開授業の実施。
・児童生徒に付けたい力を明らかにした
指導と評価について検討する。

B－

①　グループ研で教科を決め、年間指導計
画や学びの履歴を資料として授業内容を検
討している。公開授業の実施は1学期は0件
であり、2学期にⅡ類型グループの教諭のす
べてが実施する予定。

②準ずる教育課程を対象にした公開授業の
際にはキャリアの視点を明記した指導案をも
とにして公開授業及び研究協議を開始した。
（1学期2件）

①　公開授業後には、授業者が必ず年間指導計
画と実施した授業の関連を説明する。研究協議の
内容をまとめシートを活用して蓄積する。全校参加
の公開授業を実施し、指導と評価について実践か
ら直接学び、全校で共有することで各グループの
実践に活かす。

②公開授業の振り返りでは、キャリア教育の年間計
画や、キャリアの目指す姿について協議する。ま
た、グループ研究ではキャリア教育の視点に立った
教科指導の工夫について研究し、全教員で学ぶ公
開授業と協議を行う。

B＋

①　公開授業は全教諭が実施した。授業後の協議の中で年間
指導計画との関連の説明の項目を作ったことで意識した取組
となった。また、校内研究でクラスで１年間、研究する教科の年
間指導計画・単元評価計画表の作成や授業の振り返りができ
たが、学習評価の充実には十分な到達とはならなかった。【グ
ループごとの2教科の実践蓄積のまとめは年度末まで継続】

②　準ずる教科指導の中で、キャリア教育の視点を明らかにし
た公開授業を実施した。全教員で高等部数学の授業を参観
し、キャリア教育で育成したい力について協議を行った。キャリ
アプランに沿った指導を行うことができたが、キャリアパスポー
トを効果的に活用するには至らなかった。
【準ずる教育課程におけキャリアの視点を明記した公開授業
実施率　100％】

B＋

・公開授業、みんなで見
合うのはよい取り組みであ
る。1人がやる取組を共有
して全体のレベルを上げ
るのはよい。

・キャリアの視点をこれか
らも教科に取り入れてほし
い。

・専門家の意見をみんなで聞
いてレベルを上げていくことは
大事。

・教員同士の教え合い、学び
合いは大切である。

・ICTは遊び方や学び方等、
個人によって使い方を教員が
知るようにしたい。

・卒後を見据え、視線入力装
置やスイッチで自分から発信
できる工夫をしてくれている。
実態が異なっても友だちと同
じ活動ができる方法を考えて
くれている。（保護者委員）
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〇キャリアを含めた視点で、
子どもの年間の重点目標
を達成する

〇自立活動と教科の関連
性の理解と時間の指導の
充実を図る

〇個別最適化をめざすICT
　 の効果的な活用を図る

◇授業や家庭学習、テスト等でICTの活用事例の増
加。児童生徒が学び方の選択ができ始めた。
◆自立活動の課題共有のツールとして流れ図作成を
行っているが、指導内容の検討が不十分。

①関係機関と連携を図りながら自立活
動の理解を深め、指導内容の充実を図
る。

②児童生徒が自らICTの活用や学び方
や方法を選択することや活用できるた
めの指導を行う。
【Ⅲ：肯定的評価①教職員、②児童生徒
80％以上】

①関係機関と連携を図りながら自立活
動の理解を深め、指導内容の充実を図
る。
・自立活動の理解や指導内容、各教科
等の指導との関連について研修の実
施。
・単元・評価計画に自立活動の配慮事
項を明記し、具体的指導を行う。
関係機関の助言等を活かしながら・肢体
不自由教育の専門性向上に向けた研修
等の継続。

②児童生徒が自らICTの活用や学び方
や方法を選択することや活用できるた
めの指導を行う。
・児童生徒の学習上の効果的な利活用
の充実に向けた指導事例紹介や、相談
できる環境設定により教員が学び、指導
に活かす。

B

①介助パートを計画的に学習グループに配
置することで効率化が進んでいる学習グ
ループがある。

②教室・職員室の環境整備についてアナウ
ンスが不十分であるため、整備が不足してい
たり明らかな改善に至っていない。

③不祥事防止研修（ハラスメント、個人情報
保護）の実施。不祥事防止委員会で事前に
内容の検討を実施した。

・自立活動を中心とした肢体
不自由特別支援学校としての
専門性の向上にむけ、組織的
な取組を継続する。

・ICTを学習の効果的なツー
ルとできるよう、教科の目標を
達成するための使い方につい
て個別最適化を進める。
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〇子どもたちの豊かな生活
　につながる文化、芸術、ス
ポーツ活動の充実を図る

〇子どもたちの未来を支え
る環境教育を推進する

◇様々な文化芸術に触れる機会が設定できている。
◇◆環境教育に関する取組は全クラス実施.
◆スポーツに興味を持ったり、好きなことが見つかって
いる児童生徒が少ない。（消極的評価約15％）

①社会参加に繋がる文化芸術、スポー
ツ活動の取組を推進する。【各学部で1
事例以上実施】

②取組を環境やSDGｓの視点で整理し
、具体的な指導や情報発信を行う。【学
期ごと２事例以上すぐーるで配信】

①社会参加に繋がる文化芸術、スポー
ツ活動の取組を推進する。
・交流及び共同学習で芸術・スポーツを
ツールとしたり、紹介したりする。
・全校集会で発表するなどして活動を充
実させる。

②取組を環境やSDGｓの視点で整理し
、具体的な指導や情報発信を行う。
・環境教育推進教員を指定し、教育活動
を整理するとともに情報提供・発信を行
う。

B－

①　芸術鑑賞会では能楽に触れ、感じたこと
を文章等で表現する取組を実施した。
全校集会は５グループが主として音楽の学
習の成果を発表した。
紙と遊ぼう作品展に出展下中高等部の作品
が大賞受賞となり成果を生徒自身が実感で
きた。

②環境教育についての取組をピックアップし
すぐーるタイムラインで広報した。（1学期６
件）取組の具体的な整理は今後の課題。

①スポーツ交流会や４校作品交流会への参加や
運営について児童生徒部を中心に進める。自校開
催ではす全児童生徒の作品を展示して学びの機
会とする。12月の全校集会では修学旅行等、日々
の学びをまとめ、伝える力を発揮する場とする。
子ども県展等への出展も意識した学習を進める。

②環境教育推進教員を中心とした情報発信を継続
する。授業の中で取り組んでいる内容を改めて
SDGｓの視点で明らかにし、児童生徒に伝え、意識
づけを図る。

B

①
肢体不自由教育の専門性向上のために自
立活動充実事業のカンファレンスの方法を
検討した。学部やクラスの枠を超え、様々な
事例から学ぶ機会とすることで実態に応じた
支援について学習できた。
夏季休業中の流れ図研修を経てクラスごとに
児童生徒一人一人の実態を丁寧に共有し、
9月からの目標設定を全員で行った。

②準ずる教育課程の学習において、Figjam
等新たなツールを使用できている。情報・
ICT係による研修により教員の学びが進んで
いる。

①
自立活動の指導について目標に沿った指導を確
実にすすめるために外部専門家の活用と助言を校
内で共有できる仕組みでの取組を継続する。また、
全教諭が取り組む公開授業では単元・評価計画表
に自立活動の配慮を明記し、説明したうえで研究
協議をすることで、指導者一人一人が意識をし、
個々の目標に沿った指導を行うことを目指す。

②ICTの研修を経て、児童生徒が活用するための
指導事例の共有を進める。特に、Ⅲ類型の児童生
徒については、学び合うためのツールの活用を進
め、より主体的な学びの姿を目指す。

B

①　いずれの類型の公開授業においても自立活動の配慮事
項を記載し、授業後の協議でも触れることで、意識した指導が
でき始めている。それぞれの児童・生徒の実態に応じた指導
の質の向上を目指していくことが今後の課題である。

②教員の課題意識に応じ、継続的に研修を実施した。（全体
研修　自己研修）
活用に対する教員の肯定的評価は高いものの、児童生徒の
中に学びのツールとして効果感じにくい児童生徒が８％程度
いる。より効果的な活用方法や実態に応じた方法の検討は必
要であり、教員の知識や技能を常にアップデートしていくことが
必要である。
【学校評価アンケートにおける肯定的評価　①教職員84.4％
②児童生徒75.3％】

B＋
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〇効果的な教育活動を行うた
めに、現状を問い直し業務の
改善を進める

〇自らの働き方に向き合うこと
で、生活の質を高め、教職人生
を豊かにする

〇風通しのよい職場づくりに向
けての環境整備を行う（ヒト、モ
ノ）

◇各部署等でミーティングを日常的に実施し、情報共
有ができている。
◆負担感や多忙感が拭えず、業務改善ができていない
という意識が高い。

①教育活動の充実のための業務の在り
方や改善を検討する。

②業務の効率化を図るための魅力的な
職場環境の創出に向けて取り組む。

③不祥事防止に係る定期的な意識啓発
を図る。

①教育活動の充実のための業務の在り
方や改善を検討する。
・業務の効率化を図り、児童生徒に向き
合う時間や教材研究の時間を確保する。

②業務の効率化を図るための魅力的な
職場環境の創出に向けて取り組む。
・教室や職務環境の整理や環境整備を
進める。

③不祥事防止に係る定期的な意識啓
発を図る。
・２回以上の個人面談を行う。
・不祥事防止に係る研修を実施する。

B－

・介助パートの学習支援の在り方に
ついて、主事を中心に取り組むとと
もに、授業の内容や卒業後の生活
を考慮した指導者の数などを検討
して教育活動を充実させる。

・不祥事を起こさない、協働的な組
織づくりを継続し、意識啓発・研修
等を計画的に実施する。

①　交流及び共同学習や、地域との交流においてボッチャを
扱った。全校集会では小、中高等部とも音楽発表ができた。作
品出展は、4校合同作品展も含め。全クラスが作品を出品する
など意欲的に取り組んだ。対外的なスポーツ大会への参加は
選手の固定化傾向があるため、PTA行事でボッチャに取り組
むなど、全児童生徒の取組への機会提供を行ったが、社会参
加につながることに対する検証ができにくい。

②環境教育だよりの発行とタイムラインの配信により情報提供
を行うことができた。取組は、教科等の年間指導の中で位置づ
けたものの中で実践できた。「未来を支える環境教育の推進」
としては十分とは言えない。

B

・スポーツ等好きではないとの
評価があっても経験をさせて
あげるとよい。

・授業の中でいろいろな競技
に取り組むことも卒業後の余
暇等につながるので在学中か
らやっておくのはない。

・卒業生の話を聞くなど、課題
を来年度の具体的な内容に
つなげてほしい。

・授業を中心に取組を進め、
新たなスポーツや芸術に触れ
る機会を作る。

・「未来を支える環境教育」に
ついて、実態に応じた指導内
容等について本校等の実践を
参考にしながら取り組む。

①教材研究や分掌業務に充てる時間の確保に向
けた取組を進めるとともに、各部署単位での課題を
明らかにしていく。

②環境整備については職朝等で継続的に意識づ
けする。職員室の机やモニター上での個人情報の
管理については短時間の不祥事防止の研修等を
取り入れる等工夫し、職務環境の整理や適切な個
人情報管理を進める。

③不祥事防止委員会の定期的な開催等により校
内の課題の整理や3校共通の情報提供などを実施
する。

B

①介助パート（支援員）の計画的な業務配置を主事が連携し
て実施した。授業の内容により指導者の数を検討する取組が
各グループで広がっている。

②各自が業務の効率化に向けた取組が行えているものの、多
忙感の解消に直結していない。【時間外長時間勤務が40時間
以上の教員が毎月複数おり、45時間超が年間2名】

③不祥事防止員会は定期的に開催した。全員が年2回、管理
職と不祥事について個別に面談の中で扱うことで、意識の啓
発を図ることができた。研修や学部・クラスでの話し合いなどを
行ったが、年間を通じての計画的な取組ができず、教職員の
負担感につながった。

B

・不祥事防止委員会を作れば
終わりではない。良い取組を
認め合うのはもちろんマイナス
面を出すことも大切。

・介助パートの活用の仕方の
工夫で教員の負担軽減にな
る。子供にとっても人間関係を
広げることにつながる。

・取組は計画的に取り組めると
よい。

・教員同士が尊重の意識を持
ちあえることが不祥事防止に
もつながる。
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